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1 事業の目的 

2030 年代のあらゆる産業・社会活動の基盤となる次世代通信インフラ Beyond 5G の実現

に必要な要素技術を確立するため、国立研究開発法人情報通信研究機構（以下 NICT）は、

総務省の「Beyond 5G 研究開発促進事業研究開発方針」に基づき、Beyond 5G 研究開発促

進事業を実施している。具体的には、Beyond 5G における将来の国際競争力を確保するた

め、我が国に「強みがある技術」と我が国として「持つことが不可欠な技術」の研究開発力

を重点的に強化する必要があり、各国による本格的な開発競争が起こる前の「つぼみ」の基

礎・基盤的な研究開発段階から、国費による集中的な支援を実施することとしている。 

このため、Beyond 5G に関する最新の技術動向を把握した上で、Beyond 5G の実現に向

けて重点的に取り組むべき技術課題について調査を行うことが必要となっている。 

そこで、広く関係者からの情報や意見の集約を図り、促進事業の今後の取組における基礎

情報として活用することと、我が国の研究開発エコシステムの更なる連携・発展を促進する

ことを目指し、本調査を実施した。 

 

2 調査研究成果概要 

2.1 調査の構造 

本調査は次の項目からなる。 

①Beyond 5G に関する諸外国における主要動向の把握 

Beyond 5G に関する諸外国（欧米及び中韓等）における主要動向を把握した。具体的には

次の通り。 

・諸外国における Beyond 5G の実現を目指した研究開発事業の推進状況や技術動向 

②Beyond 5G の実現に向けて重点的に取り組むべき技術課題等の把握 

我が国において、Beyond 5Gの実現に向けて重点的に取り組むべき技術課題等を把握した。

具体的には、次の通り。 

・我が国に「強みがある技術」と我が国として「持つことが不可欠な技術」の研究開発力を

強化するために重点的に取り組むべき技術課題 

・我が国の Beyond 5G を巡る研究開発エコシステムの強化発展方策 

 

2.2 調査の内容 

2.2.1 書誌データ分析及び文献ウェブ調査 

我が国において今後取り組むべき Beyond 5G 研究開発分野について、書誌データなどの調査、

分析を実施し、主要国動向、今後取り組むべき課題等を整理した。 

5G を含まない、Beyond 5G と 6G を検索語とする投稿論文および学会発表論文 3,280 件の書

誌データを対象とした分析と、主要比較国の Web 情報の探索とを行った。パフォーマーの活動

状況としては国レベルの他に有力研究機関や研究グループの実態把握も試みた。また、論文の主

題分野を手掛かりとして、関連研究分野の世界的動向を把握し、主要国と日本との技術開発動向

を比較検討し、また、Web 情報を含めて認識を深めた。 
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2.2.2 ワークショップの開催 

我が国において Beyond 5G の実現に向けて重点的に取り組むべき技術課題の把握等を目的に、

Beyond 5G を実現するために取り組むべき新たな機能実現型プログラム（基幹課題）の研究開

発課題を設定するため、「Beyond 5G 研究開発ワークショップ」を開催した。 

ワークショップ開催に先立ち、新たな Beyond 5G 研究開発課題に関する 56 件の提案があり、

第 1 日には６つの分野別セッションに分かれ、2030 年頃に実現すべき社会像及び Beyond 5G を

実現するための先駆的な技術の両面から我が国が取り組むべき研究開発課題について議論を実

施した。第 2 日には、書誌データに基づく Beyond 5G 分野における我が国の強み・弱み分析に

関する調査報告を参照しながら、第 1 日の議論を踏まえ、パネルディスカッションにて今後我が

国が取り組むべき研究開発課題について議論を深めた。 

 

3 主な成果 

3.1 今後我が国が取り組むべき研究開発等の課題に関する検討 

3.1.1 書誌データに基づく我が国の強み・弱みの概況 

Beyond 5G 分野に関する研究開発の初期段階において、我が国を含む各国の立ち位置や戦略

等が論文発表等に顕在化してくることを念頭に、Beyond 5G 分野に関する日本を含めた各国の

研究開発動向を分析するため、5G を含まない、Beyond 5G と 6G を検索語とする投稿論文およ

び学会発表論文 3,280 件の書誌データと主要比較国の Web 情報の探索を実施した結果をワーク

ショップ 2 日目に報告した。 

我が国の年別産出論文数は比較的上位にいるものの、各国の戦略に沿った取組の進展に伴い、

相対的に低下してきている。一方で中国、米国が世界の中心として研究活動を展開し、フィンラ

ンド、スウェーデンなどの北欧各国も戦略的に取り組み、インド、韓国などのアジア諸国の取組

も大きく進展してきている。 

注）国名以下の数値は、上から順に、単独率（国内機関のみによる論文産出率）、筆頭著者率

（筆頭著者論文数と最終著者論文数の比較）、総産出論文数を表す。 

図 1 主要国の状況 

 

出典：未来工学研究所作成 
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日本は国際連携活動に比して単独での取組が目立っており、高引用度論文数も少なくないなど

国際的には特殊なポジショニングとなっている。技術分野での特徴としては、各国で、Beyond 

5G のコア技術、新規重要技術、応用基礎技術、応用領域の取組がそれぞれの戦略や特徴に応じ

て進展している。日本は、次世代コア技術の基盤となる新規重要技術（応用物理、光学、材料な

ど）においてトップランナーの状況である一方で、応用基礎技術（ネットワーク、サイバー等）

と応用領域（IoT・ロボット、都市・環境・エネルギー、医療等）では、まだ参入者が多くない

状況である。また、一方では次世代キーデバイスの生産を担える日本企業が育っていない。覇権

を狙う海外の主要企業は既にそれぞれ国際的に有利な地域に研究拠点を複数整備し、一部では生

産体制との連携も見える。こうした日本の強み・弱みを踏まえ、戦略的な国際連携の視点を取り

入れながら、国内外の体制整備と必要な研究開発に取り組んでいくことが重要である。 

 

図 2 当該国の各分類における世界総数（論文数）に占める割合 

出典：未来工学研究所作成 

 

3.1.2 2030年代に期待される社会像の実現に向けた研究開発等の課題 

Beyond 5G には、サイバー空間を現実世界（フィジカル空間）と一体化させ（「サイバー・フ

ィジカル・システム（CPS）」の実現）、「Society 5.0」のバックボーンとして中核的な機能を

担うことが期待されている。すなわち、CPS を社会経済活動に最大限活用する「データ主導社

会」への移行により、さまざまな社会的損失や、人口集中、少子・高齢化、エネルギー・食料な

どの資源問題の解決、性別・年齢・言語などによる制約の克服等、我が国が抱える数多くの社会

課題の解決と経済成長とを両立できる「Society 5.0」の実現がいよいよ現実味を帯びたものとな

ってくる。 

Beyond 5G によって描かれるこうした社会は、まさに強靭で活力のある社会であり、「Beyond 

5G 推進戦略」では、2030 年に期待される具体的な社会像を端的に示すキーワードとして、「イ

ンクルーシブ」、「持続可能性」、「高信頼性」の 3 つが示されているが、これらの社会像の実

現のためには、特にその実現を直接志向する「ユース・ラディカル」な取組と、先進的な技術の

確立を目指した「テクノロジー・ラディカル」両面での取組を一体的に進めることが必要になる。 

このような観点から、我が国が持つ技術面、産業面での強み、弱みを踏まえながら、2030 年

頃実現すべき社会像と Beyond 5G を実現するための先駆的な技術の両面から重点的に取り組む

べき研究開発等の課題に係る議論を取りまとめた。 
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